
実践活動～社会と研究、学生をつなぐ～

足立区には、多くの外国人労働者が居住して
いますが、日本語がわからずに勤務先や行
政手続き等で苦労する人や、学校の授業につ
いていけない子どもたちが多くいます。
当研究所では、社会的意義の高いAIAの活動

を支援するため、所員や事務局が橋渡しを行
い、興味を持った上智大生が現在ボランティ
アに参加しています。

研究展望～第31回国際シンポジウム～
国際基督教大学と共に行う今年の国際シンポジウムでは、 を中心テーマに据えます。こんにち新自由主義を旗印に、

日本を含めた先進地域と発展途上地域の双方で貧困や暴力などによる人間性の蹂躙が行われているなか、大学は、グローバルな視点から対抗の可能性
を模索する実践活動と連携することができるのか。基調講演にはフランシスコ・デ・ルー神父、マーク・レーパー神父をお招きし、企業や経済の論理が席巻

する今、大学の社会的役割を問い直します。

シンポジウム～意識化を目指して～

多くの学生にとって、野宿者問題は未だ対岸
の火事であり、その認識は誤解と偏見の混じ
るものであると言わざるを得ないでしょう。大
学生と野宿者をつなぐべく、当研究所主催の
もと昨年度は10名ほどの学生が山谷地区の

野宿当事者と共に協同炊事や夏祭りにかか
わりました。今後も、大学と路上との継続的な
橋渡しを目指します。

日時： 2011年12月10日
会場： 2号館 1702


